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ある人が「感性を高める５つの方法」

なるものを教えてくれました。い

わく、第１に良書を読め、第２に本物の

アートに触れろ、第３は旅に出ろ、以上

が無理なら映画を見ろ、そして第５に出

会いを大切に。ということで、昨年末、

本物のアートに触れるべく１週間の感性

修行のアート巡礼に出かけました。旅程

は鳥取、京都、奈良、名古屋。なかで最

も記憶に残ったのは、鳥取県三
みささちょう

朝町にあ

る日本一危険な国宝といわれる三徳山三

佛寺の投入堂です。

入山は二人以上ということなので、

京都の友人を誘い倉吉駅からバス

で三佛寺へ。入峰修行受付所ではまず足

元チェック。サンダルや革靴は論外です

曲線が美しく威厳と力強さを感じさせま

す。しかしお堂を支える柱は岩のくぼみ

にチョコンと乗っているだけ。目を疑っ

てしまうほどなんとも心細い具合なので

す。縁起によれば創建は慶雲三年（706）、

年輪年代測定では平安後期の建築とのこ

とですが、この懸造りのかぼそい柱が吹

きっさらしで千年の時の流れに耐えたと

思うと本当に驚きです。ですが、当初思っ

ていたほどの感動というか気持ちの高ぶ

りはなし。ところがです、旅を終えて日

数がたつとともに思い出すのは投入堂の

姿。まるでじわじわ効いてくるボディブ

ローのよう。

下山は登りよりもデンジャラスで、

戻ってきた時は、わら草履は無残

な姿ながら、足にも岩にもフィットする

草鞋は安心・安全な履物だったというの

は大発見。それにしても、日本一危険な

国宝は本当に怖かった！　もう一度チャ

レンジする勇気はありません。
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が、金具の付いた登山靴も木の根を傷め

るためＮＧ。凹凸のある運動靴かトレッ

キングシューズならＯＫ。私の履いてい

たスニーカーは OUT で、900 円也のわ

ら草履を購入することになりました。な

にしろ「観光気分、観光装備による滑落

事故が多発しています」と脅し文句が。

ともあれ足元を固め、六根清浄の袈裟輪

を掛け、気を引き締めて、いざ、投入堂へ。

投入堂までは標高差 200m、距離は 

600 ｍ程度なのですが、木の根を

つかみ、急斜面の岩場を這い登り、苔む

した石段を踏み、崖際の小道を恐る恐る

たどり、高い岩場は鎖にしがみつきなが

ら夢中で登り、濡れた地面にしばしば足

を滑らせては肝を冷やし、文殊堂・地蔵

堂・観音堂・納経堂などの諸堂を巡拝し

て、屏風のような岩を廻ると、そこに突

如として投入堂の姿が！

最初に思ったのは、この断崖絶壁に

いったいどうやってお堂を作った

のかということ。もちろん麓から材料を

担ぎ上げるしかないわけですが、ここは

伝説どおり、役
えんのおづぬ

小角が法力で投入れた

という話に説得力を感じます。まさに岩

の間に投げ入れたというのがぴったり。 

まじまじと眺めると、素朴ながら屋根の
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